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鎌
倉
大
仏
殿
高
徳
院
（
鎌

倉
市
長
谷
）
で
３
月
31
日
、

大
倉
流
狂
言
茂し

げ

山や
ま
千
五
郎

当
主
（
京
都
市
）
を
招
き
、

創
作
狂
言
「
大
仏
く
ら
べ
」

の
奉
納
公
演
が
開
催
さ
れ
た
。

約
１
０
０
人
が
鑑
賞
し
た
。

同
作
品
は
、
２
０
０
５
年

に
鎌
倉
在
住
の
能
狂
言
作
家

・
大
江
公
玲
（
隆
子
）
さ
ん

が
制
作
し
、
２
０
１
４
年
と

１
７
年
に
東
大
寺
本
坊
で
奉

納
狂
言
と
し
て
上
演
さ
れ
た
。

創
作
狂
言
「
大
仏
く
ら
べ
」

大
盛
況
だ
っ
た
鎌
倉
初
演

こ
こ
30
年
位
の
間
に
【
阪

神
淡
路
】・【
東
日
本
】・【
能
登

半
島
】
と
地
震
が
起
き
、
大
き

な
被
害
を
出
し
て
い
ま
す
。

倒
壊
し
た
木
造
建
物
を
見

る
と
原
因
が
わ
か
り
、
対
策
も

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
築
住
宅

の
場
合
は
法
律
で
施
工
方
法
が

決
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
以
上

の
対
策
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
題
は
既
存
住
宅
の
耐
震

補
強
で
す
。
耐
震
補
強
は
４
つ

の
要
素
が
大
事
で
、
補
強
方
法

も
明
確
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
丈
夫
な
基
礎
　
鉄
筋
入
り
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
補
強
す
る
。

②
柱
の
固
定
　
柱
が
土
台
か
ら

抜
け
な
い
よ
う
に
基
礎
と
柱
を

金
物
で
緊
結
す
る
。

③
壁
を
強
く
　
壁
を
筋
交
い
や

構
造
用
合
板
で
固
め
る
。

④
建
物
全
体
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

　
大
き
な
開
口
部
を
避
け
、
１

階
を
大
き
く
、
２
階
は
な
る
べ

く
小
さ
く
す
る
な
ど
家
の
中
心

に
重
心
が
重
な
る
よ
う
に
す
る

等
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
建
て
替
え
る
こ
と
を
考
え
る

な
ら
一
度
に
工
事
す
る
こ
と

も
、
模
様
替
え
や
新
し
い
設
備

の
入
れ
替
え
も
で
き
ま
す
。

他
人
ご
と
だ
と
思
っ
て
い

ま
せ
ん
か
。
地
震
災
害
に
慣
れ

て
し
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

耐
震
補
強
工
事
は
リ
フ
ォ
ー

ム
ロ
ー
ン
が
使
え
ま
す
。

木
造
住
宅
は
、
雨
漏
れ
や

シ
ロ
ア
リ
の
被
害
が
な
け
れ
ば

数
百
年
持
ち
ま
す
。
奈
良
の
法

隆
寺
は
１
４
０
０
年
前
の
建
築

で
、
日
本
最
古
の
木
造
建
築
で

す
。

■
日
向
建
設
　
鎌
倉
市
大
船
１
―
15
―
３
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７
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本
格
的
耐
震

補
強
工
事
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堂
に
向
か
う
参
道
の
両
側
に

フ
ラ
ン
ス
菊
や
矢
車
草
が
揺

れ
、
芍
薬
が
盛
り
上
が
る
よ

う
に
咲
い
て
い
る
。
広
葉
樹

の
林
に
囲
ま
れ
て
、
五
月
の

新
緑
が
ま
ぶ
し
い
。

　
植
物
を
育
て
る
こ
と
も
修

行
の
一
つ
か
も
し
れ
な
い
、

と
思
う
と
、
花
々
は
勝
手
に

咲
い
て
い
る
の
で
は
な
く
、

な
に
か
一
つ
の
世
界
を
作
ろ

う
と
し
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。

林
も
、建
物
も
、背
景
の
山
も
、

空
ま
で
も
が
。
こ
こ
に
は
ど

こ
か
遠
く
ま
で
つ
な
が
る
独

立
し
た
世
界
が
あ
る
の
か
。

　
水
彩
　
36
×
51
㎝

　
　
龍
宝
寺
は
植
木
に
あ
る

曹
洞
宗
の
寺
。
山
門
か
ら
本

76

「
龍
宝
寺
」

黒
川　

明

高
徳
院
で
は
コ
ロ
ナ
禍
で
延

期
さ
れ
、
今
回
が
初
演
。
鎌

倉
の
男
と
奈
良
の
男
が
そ
れ

ぞ
れ
地
元
の
大
仏
を
自
慢
し

合
い
な
が
ら
も
、
最
後
に
は

互
い
の
良
さ
を
認
め
合
う
と

い
う
す
じ
で
、
鎌
倉
の
男
を

大
倉
流
山
本
家
・
山
本
則
孝

さ
ん
、
奈
良
の
男
を
茂
山
さ

ん
が
演
じ
た
＝
写
真
。
公
演

後
、
高
徳
院
の
佐
藤
孝
雄
住

職
は「
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
作
品
。

お
互
い
の
ち
が
い
を
見
つ
め

合
う
こ
と
が
今
の
世
の
中
に

必
要
と
思
っ
た
」
と
述
べ
た
。

こ
の
狂
言
の
絵
本
の
原

画
展
示
も
あ
っ
た
。
東
大
寺

僧
侶
で
、
同
寺
福
祉
事
業
団

の
理
事
を
務
め
る
筒
井
英
賢

さ
ん
は
、「
障
害
の
あ
る
子

ど
も
た
ち
に
も
紙
芝
居
や
絵

本
の
面
白
さ
を
知
っ
て
も
ら

お
う
と
制
作
し
た
」と
話
す
。

絵
を
奈
良
出
身
の
画
家
・
松

田
大
児
さ
ん
が
担
当
し
、
東
大

寺
の
外
郭
団
体
「
大
仏
奉
賛

会
」
が
発
行
。
子
ど
も
の
読
み

聞
か
せ
に
も
定
評
が
あ
る
。

活
気
に
満
ち
て

　
鎌
倉
ま
つ
り

　
行
列
巡
行

段
葛
の
サ
ク
ラ
が
花
吹

雪
を
散
ら
す
４
月
14
日
、
第

66
回
鎌
倉
ま
つ
り
の
行
列
巡

行
が
５
年
ぶ
り
に
挙
行
さ

れ
、
下
馬
四
つ
角
か
ら
鶴
岡

八
幡
宮
境
内
ま
で
の
約
千
メ

ー
ト
ル
を
約
８
０
０
人
が
行

進
し
た
＝
写
真
。

活
気
あ
ふ
れ
る
演
奏
の

神
奈
川
県
警
察
音
楽
隊
を
先

頭
に
松
尾
崇
鎌
倉
市
長
や
、

昨
年
末
に
鎌
倉
市
と
「
文
化

・
観
光
交
流
協
定
」
を
締
結

し
た
鹿
児
島
市
市
長
、
Ｔ
Ｖ

ア
ニ
メ
の
声
優
ら
が
に
こ
や

か
に
行
進
し
、
公
募
の
市
民

団
体
、
も
の
の
ふ
隊
・
手
作

り
甲
冑
と
ん
ぼ
の
会
・
お
な

り
よ
さ
こ
い
キ
ッ
ズ
が
続
い

田
村
　
慶

①

新
玉
ね
ぎ
の
鶏
そ
ぼ
ろ
田
楽

新
鎌
倉
料
理

　
季
節
は
桜
吹
雪
と
共
に
春
か

ら
初
夏
へ
と
移
り
変
わ
り
、
こ

ち
ら
鎌
倉
で
も
様
々
な
変
化
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。
５
月
５
日

は
「
端
午
の
節
句
」
と
言
わ
れ

て
お
り
、
奈
良
時
代
か
ら
の
古

い
習
わ
し
で
男
の
子
の
成
長
を

祝
う
も
の
で
す
が
、「
こ
ど
も

の
日
」
と
は
「
男
の
子
も
女
の

子
の
成
長
、
育
て
の
母
親
に
も

感
謝
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う

１
９
４
８
年
に
出
来
た
祝
日
を

指
す
の
で
、
こ
の
２
つ
は
少
し

ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
う
考
え
方
と

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
今
回
は
野
菜
嫌
い
な
お
子
様

で
も
ペ
ロ
ッ
と
食
べ
て
し
ま
え

る
自
信
の
一
品
を
紹
介
し
ま
す
。

　
●
材
料
（
４
人
分
）

▽
新
玉
ね
ぎ
４
個

【
鶏
味
噌
】
▽
鶏
挽
き
肉
▽
白

味
噌
70
㌘
▽
赤
味
噌
30
㌘
▽
料

理
酒
50
㏄
▽
味
醂
20
㏄
▽
砂
糖

9
㌘
（
大
１
）
▽
卵
黄
1
つ

【
煮
込
み
出
汁
】
▽
水
2
㍑
▽

コ
ン
ソ
メ
大
２
／
▽
ほ
う
れ
ん

草
1
束
▽
水
溶
き
片
栗
粉
適
量

　
●
作
り
方

①
ほ
う
れ
ん
草
の
葉
の
み
洗

い
、
ミ
キ
サ
ー
に
水
を
入
れ
緑

色
の
水
に
し
火
に
か
け
る
。
②

沸
騰
し
て
く
る
と
表
面
に
浮
い

て
く
る
緑
の
泡
を
掬
い
、
ペ
ー

パ
ー
に
取
り
氷
水
に
落
と
し
冷

め
た
ら
絞
る
。
③
鶏
味
噌
の
材

料
を
鍋
に
入
れ
て
沸
騰
ま
で
混

ぜ
る
。
④
煮
込
み
出
汁
を
合
わ

せ
温
め
、
新
玉
ね
ぎ
を
生
か

ら
弱
火
で
1
時
間
ほ
ど
煮
詰

め
る
。
※
後
の
ソ
ー
ス
用
に

１
０
０
㏄
程
取
っ
て
お
く
。
⑤

切
込
み
を
入
れ
、
皿
に
盛
り
味

噌
を
か
け
る
。
⑥
④
※
の
出
汁

に
水
溶
き
片
栗
粉
で
ト
ロ
ミ
を

付
け
②
の
青
寄
せ
を
適
度
に
混

ぜ
、新
玉
ね
ぎ
の
手
前
に
注
ぐ
。

（
創
作
和
料
理
近
藤
　
副
料
理
長
）

　
車
に
乗
り
続
け
る
か
、
乗

ら
な
く
な
っ
た
車
を
ど
う
す

る
か
等
、
車
を
手
放
す
こ
と

を
検
討
さ
れ
て
い
る
人
は
、

自
分
の
愛
車
が
幾
ら
く
ら
い

な
の
か
気
に
な
る
と
こ
ろ
。

　
車
買
取
専
門
店
・
ハ
ッ

ピ
ー
カ
ー
ズ
鎌
倉
店
の
坂
野

代
表
は
、「
無
料
で
査
定
に

伺
い
、
査
定
額
を
提
示
し
ま

す
。
無
理
に
売
却
を
迫
る
事

は
い
た
し
ま
せ
ん
。
ご
納
得

さ
れ
た
う
え
で
売
却
ご
判
断

く
だ
さ
い
」
と
話
す
。

払
い
、
名
義
変
更
の
完
了
通

知
書
も
送
付
す
る
の
で
、
安

心
し
て
お
任
せ
く
だ
さ
い
」

と
、
坂
野
代
表
。

ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ 

鎌
倉
店

☎
０
４
６
７
・
81
・
４
６
４
１
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９
時
〜
20
時
・
定
休
日
な
し

車
を
高
く
安
心
し
て
売
り
た
い
な
ら

車
買
取
ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ
鎌
倉
店
へ

休日も休まず営業しています

た
。
市
内
13
の
お
囃
子
・
神

輿
団
体
も
笛
や
太
鼓
の
軽
妙

な
音
色
と
「
ど
っ
こ
い
、
そ

ー
り
ゃ
ー
」
と
威
勢
の
良
い

掛
け
声
を
あ
げ
な
が
ら
練
り

歩
い
た
。
鶴
岡
八
幡
宮
舞
殿

で
「
静
の
舞
」
も
行
わ
れ
、

合
わ
せ
て
約
４
万
人
の
人
出

が
あ
っ
た
。（
主
催
者
発
表
）

全
国
か
ら
４
０
０
人

　
鎌
倉
市
ダ
ン
ス

　
ス
ポ
ー
ツ
大
会

「
第
35
回
鎌
倉
市
ダ
ン
ス

ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
が
４
月
14

日
、
鎌
倉
芸
術
館
小
ホ
ー
ル

で
開
か
れ
た
。
鎌
倉
市
ダ
ン

ス
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
と
神
奈
川

県
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
が

主
催
。
日
本
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー

ツ
連
盟
に
登
録
の
会
員
約

４
０
０
人
が
エ
ン
ト
リ
ー

し
、
県
内
と
近
隣
都
県
を
中

心
に
、
北
海
道
か
ら
も
参
加

者
が
あ
っ
た
＝
写
真
。

ワ
ル
ツ
な
ど
の
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
部
門
と
ル
ン
バ
な
ど

の
ラ
テ
ン
部
門
で
競
い
、
そ

の
一
部
で
鎌
倉
市
長
杯
と
議

長
杯
争
奪
の
競
技
も
あ
り
、

激
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

鎌
倉
市
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ

連
盟
は
、
２
０
０
４
年
に
神

奈
川
県
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
連

盟
に
加
盟
、
今
年
９
月
に
創

立
20
周
年
行
事
を
計
画
中
。

ふ
じ
さ
わ
ア
ー
ト

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

旧
モ
ー
ガ
ン
邸
庭
園
で

藤
沢
市
内
の
芸
術
家
た

ち
に
よ
る
ア
ー
ト
作
品
を
野

外
に
展
示
す
る
「
ふ
じ
さ
わ

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

（
同
実
行
委
員
会
主
催
）

が
５
月
４
〜
６
日
、
藤
沢

市
大
鋸
の
旧
モ
ー
ガ
ン
邸

庭
園
で
開
か
れ
る
。
市
内

の
芸
術
関
連
５
グ
ル
ー
プ

と
27
の
個
人
の
絵
画
や
彫

刻
、
写
真
や
染
織
、
書
道

や
絵
画
な
ど
30
余
点
展
示
。

入
場
無
料
。

「
一
品
で
と
っ
て
も
満
足
」

同
フ
ェ
ス
は
市
内
の
画

廊
経
営
者
や
彫
刻
家
ら
が
、

市
民
に
身
近
に
ア
ー
ト
を
感

じ
て
も
ら
お
う
と
２
０
１
６

年
に
始
め
、今
回
が
７
回
目
。

４
日
は
緑
花
文
化
士
の
若
林

芳
樹
さ
ん
解
説
の
「
み
ど
り

の
観
察
会
」
ほ
か
、
作
品
の

前
で
の
音
楽
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
、
藤
沢
市
が
優
れ
た
技
能

を
有
す
る
技
術
者
を
認
定
す

る
「
藤
沢
マ
イ
ス
タ
ー
」
の

陶
芸
家
・
飯
田
浩
丈
さ
ん
に

よ
る
ろ
く
ろ
体
験
な
ど
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
有
料
）
も
。

フ
ェ
ス
実
行
委
員
長
の

柏
葉
子
さ
ん
は
「
緑
豊
か

で
広
い
庭
園
の
野
外
展
示

で
ア
ー
ト
を
感
じ
て
ほ
し

い
」
と
話
す
。
10
〜
16

時
（
最
終
日
15
時
）。
雨
天

決
行
同
実
行
委
☎
０
９
０
・

６
０
４
３
・
０
０
９
４

　
同
店
は
、
大
き
な
店
舗
を

持
た
ず
、
出
張
型
の
買
取
に

特
化
す
る
こ
と
で
固
定
費
を

削
減
し
、
買
取
額
に
還
元
、

高
額
査
定
を
実
現
し
て
い
る
。

　
ま
た
、他
社
で
年
式
が
古
い
、

走
行
距
離
が
多
い
等
の
理
由

で
、
査
定
額
が
０
円
や
、
処

分
料
が
掛
か
る
と
言
わ
れ
た

車
も
最
低
２
万
円
以
上
で
買

い
取
っ
て
く
れ
る（
１
６
０
０

㏄
以
下
は
５
千
円
以
上
）。

　「
契
約
後
の
減
額
は
絶
対

に
し
ま
せ
ん
。
代
金
は
現
金

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
持
つ
柏
さ
ん


